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Ⅰ　Introduction
　お天道様は，決して公平ではない。頭が良
くて，人柄が良くて，見目麗しくて，ついで
に経済力もあるなどという人もいる。この場
合，不公平というよりは，もはや別人種だと
思えば諦めもつく。
　司法試験にしても，コツを得て要領よく勉
強し，短期間で合格に至れる人はいるし，合
格後，法曹三者のどの道に進んでも成果を発
揮できると思われる人はいる。他方，勉強方
法にすら迷ってしまい，合格に対する不安，
将来に対する不安を抱くばかりという人もい
るであろう。この場合，いくら不安だからと
いって，そう簡単に諦められるものではない
と思う。
　私自身は，さしたる能力はなく，受験勉強
に手こずって親のスネを更に細くしたし，検
事になって以降も頑丈なこと以外，特に優れ
た能力があるわけではない。でも，という
か，だからこそ，司法試験受験生の皆さんの
様々な不安は，私にとって無縁のものではな
い。中央大学法科大学院へ派遣されたご縁か
ら本誌への寄稿のお話を頂いた際，掲載に値
するようなテーマを持ち合わせておらず，完
全に怖気付いてしまったが，私にできるとす
れば，そんな不安への多少の解消策の提供で
あろうと思うに至った。
　そこで，法曹を目指す受験生の皆さん，そ
して，検事という職に多少でも関心のある皆
さんにとってわずかでも参考になればと思
い，副題のとおり，法曹を志す皆さんへの
メッセージを込め，ごく普通の，平凡な検事
の目線で我が仕事を見返してみることにした
（「検事の仕事と不安解消のどこに関係がある
んだ！」などと，この時点では突っ込まない
でほしい。）。また，女性の皆さんが抱きがち
な不安についても多少触れてみたい。もちろ
ん，100 人の検事がいれば 100 通りの経験が
あるので，これは飽くまで私個人の経験に基
づく記述であることは，最初に申し上げてお
きたい。
＊  学習院大学法科大学院教授，検事， 
元中央大学法科大学院兼任講師
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Ⅱ　事 件─検事に必要な能力
　私は，平成 10 年に検察官に任官した。言
うまでもなく検事の仕事の中心は，捜査・公
判活動を通じての事件処理である。任官して
しばらく経つ頃まで，私は，実務においては
一定の手順があり，それに従って証拠を集め
たり公判活動をするのが事件処理だと漠然と
捉えていた感がある。検事の身分を得たとこ
ろで，見る・聴く・することの全てが初めて
だらけで始まったヒヨコ検事にとっては，既
定のルールや形式に追い付いていくことだけ
で精一杯だったからかもしれない。しかし，
比較的早い段階で，もっと本質的な能力の必
要性に気付く事件処理に出会った。
　事件は，殺人である。五十代の兄が，ある
晩，酔った勢いで鉄パイプを持ち出し，同席
していた同年代の弟の頭部をその鉄パイプで
数回殴り付け，撲殺したという事案。これ
は，私にとって初めての殺人事件であり，気
合いと気概は十分だった。決して事件処理に
慣れてはいないものの，理屈はともかく基本
的な捜査手順や処理手順はなんとなく分かる
ようになっていた。取調べに関しては，相手
にこちらの未熟さを見透かされているようで
不安と緊張が消えず，それゆえ自信はなかっ
たが，記録には員面調書という一応のお手本
が付いていたし，「供述調書作成要領」のよ
うな公刊物もあったため，調書の作成自体は
なんとかできるかもしれないと思い始めてい
た頃の事件だった。
　定型的な捜査結果からみて犯人性に疑いは
なく，かなりひどく砕かれた被害者の頭蓋骨
と解剖医の供述から客観的には殺意の認定に
も問題はないと思われた。被疑者は酔ってい
たとはいっても責任能力に問題が生じるよう
なものではなく，要するに公訴事実のレベル
では特段問題はないと思われた。
　ただ，動機がいま一つ判然としない。被疑
者は親族も近所の人たちも口をそろえて褒め
ちぎるような勤勉で良好な人柄であったのに
対し，被害者は皆が手を焼く元暴力団関係
者。これら周辺者の話からすれば，被疑者は
素行の悪い弟のせいで何十年も前から迷惑を
被り，その不満やら鬱憤やらが積み重なって
事件に至ったのではないかと思われた。もち
ろん被疑者自身にも尋ねたが，不満があった
らしいことは分かるものの，明確な説明はな
し。私は，あまりに長期間にわたる不満の鬱
積のせいで，口が達者とはいえない被疑者自
身にも逐一を説明しきれないのだろうと，そ
う納得した。
　一通りの証拠はそろえ，被疑者の調書もで
きた。動機の点に加え，被害者の頭蓋骨の砕
け具合に比べるとだいぶ殺意が曖昧であるな
ど決して出来の良いものではなかったが，自
分なりにはがんばったつもりだった。これ
で，事案の重さに関係なく，検事としてやっ
ていけるのではないかと思っていた。
　しかし，勾留 18 日目くらいに事件処理決
裁を受けた際，上司から私に飛んできたの
は，「女のおまえには，酒に酔った五十男の
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気持ちが全く分かっていない！」という強い
叱責の言葉だった。全く予期せぬ言葉と衝撃
だった。他にも様々な問題点の指摘があった
が，覚えていない。少しずつ感覚が戻ってく
ると，次に襲ってきたのは，勾留満期までの
時間はわずかなのに何かとんでもない誤りを
しでかしたらしいという自覚から，それこそ
血の気が引くような感覚だった。決裁官室を
出たものの衝撃が強すぎて誰かと顔を合わせ
ることができず，しばらくトイレに籠城した
ことを覚えている。もちろん，この殺人事件
は，後日，公判請求した。
　何が問題だったのか，自分なりに考えてみ
た。多分，私は，表面的，形式的に「殺人罪」
を認定できるだけの証拠がそろったことで，
なんとなく満足してしまったのだと思う。事
件自体が被疑者の人間性に全くそぐわないも
のであったのに，そこをきちんと掘り下げる
ことをしなかった。確かに長期間にわたる弟
への不満はあったかもしれないが，逆にいえ
ば数十年にわたって我慢できた被疑者が，事
件の晩に限って殺人というとんでもない行動
に及ぶほどの事情は見付けていない。温厚で
優しいはずの兄が，弟の頭蓋骨を打ち砕くほ
どの勢いで太い鉄パイプを振り回した説明が
つかない。このちぐはぐさを示す一つの事象
が，被疑者の語る曖昧な動機であったのに，
私はそれを自分の中で適当に説明をつけて納
得してしまった。事件と人間像がこれほど食
い違ったままでは，それは到底真相解明とは
いえない。おそらく，上司は長年のキャリア
からこの不完全さにすぐに気付き，全く捜査
を尽くせていない私を叱責したのだと思う。
確かに，私は，五十男の人生観も，酒の酔い
がその感情にどんな影響をもたらしたかも，
ちゃんと考えてはいなかった。
　公判請求という形で事件処理はしたもの
の，私は大いに落ち込んだ。私が行った捜査
の限りでは，兄はなぜ弟を殺したのか，弟は
なぜ兄に命を奪われたのか，判然としない。
命というかけがえのないものが奪われた事件
でありながら，その重要部分を曖昧にしたこ
とで，私は二人分の人生の終盤を台無しにし
てしまったのではないか。もし私より能力の
ある同期や先輩検事がこの事件を処理したな
らば，全く違った事件の姿が浮き彫りにされ
たのではないか。謝って済む話ではないが，
私は被害者にも被疑者にも申し訳ない気持ち
でいっぱいだった。
　刑事事件は，被疑者・被害者を中心とする
事件関係者の人生に大きく関わる。事件の解
明とは，犯罪の成否に関わる部分の解明が中
心だが，それは決して表面的・形式的なこと
ではなくて，事件を通じて関係者の生き様に
近付いていくことだと思った。そうだとすれ
ば，それを解明する責を負う検事は，法律知
識や捜査手法に精通するのは当然のこと，人
間そのものを深く理解する必要がある。事件
という過去に起こったシーンを証拠によって
再現するため，パーツのようにしか存在しな
い証拠を捜していく。その作業には，当事者
たる人間が，どのような場合にどう感じ，ど
う行動するかについて十分に知り，考え，合
理的な想像力を働かせなければならない。そ
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して，それに沿って証拠を捜し，もし方向性
が違っていたならその都度修正を加えつつ捜
し回る。また，それらのパーツ（証拠）をつ
なげたり重ねたりして，できるだけその人間
性ごと法廷に顕出するには，証拠構造を踏ま
えた創造性も必要だ。人間の理解を前提とし
たこの「Imagination」と「Creation」の両方
の「そうぞう力」が必要だと思った。
　しかし，必要だと分かっても自分にその能
力が備わるわけではない。自分にないもの
は，よそから持ってくるほかない。結局，私
は，信頼できる先輩や同期を見付け，機会を
見付けてはその話を聴き，視点や方策やアイ
ディアを拝借することにした。あちこち事件
相談を持ち掛けるようにもした。事件の筋道
を見通す能力，洞察力，人間力に優れた人と
いうのは，探せば結構いるもので，そんな能
力ある検事たちにずいぶん助けてもらってい
る。ついでにいえば，「人間」に詳しくなる
べく，取調べや公判準備，警察とのやりとり
などを通じ，意識的に社会の様々な場で活躍
している人たちの知識や経験のお相伴にも預
かるようにした。普通に仕事をしているだけ
で，年齢，職業，気質等様々な方々がやって
くるので，この点は苦労しない。少しずつ情
報は蓄積されていった。
　この項でもう一つ重要な点を述べたい。私
が事件処理の意味や検察官の職責の重さを自
覚できたのは，とりもなおさず上司の指導の
お陰である。決裁を受けていた間は凍り付く
思いだったし，まさか大人になってからあれ
ほど叱責されるとは思ってもいなかったが，
振り返ってみれば感謝の思いしかない。誤解
のないように付言するに，上司の叱責はパワ
ハラでもセクハラでもない。それらは根拠の
ない嫌がらせだが，事件処理の指導はたとえ
それが性別に関係した内容だろうと勢いが強
かろうと，正当な指導である。比較的早い段
階でそうした正しい指導を受けられた私は，
幸運だったと思う。
　ちなみに，その後，私がアルコール愛好者
（いわゆる大酒飲み）へと成長を遂げたこと
と，このときの上司の指導とは，全く関係な
い。
Ⅲ　人 間 環 境
　検事は，平均して 2，3年に 1回異動する。
それも全国規模での転勤である。よって，必
然的に知り合いが増える。私の場合，検察庁
だけでなく，訟務検事（国が民事訴訟や行政
訴訟の当事者となったときに国の代理人とし
て活動する検事）だった時期もあるため，多
くの検察事務官だけでなく，法務局職員との
親交もできた。彼らはたいてい地元の人であ
るため，その土地のことをいろいろと教えて
くれる。いわば専属ご当地ガイドが付き添っ
てくれているようなもので，そのお国自慢を
聞いているうちに，ごく自然に自分のいる土
地が好きになる。したがって，検事は，仕事
を続けているだけで，各地の名所，名産，歴
史などに大変詳しくなる。
　そして，何より彼らは，素晴らしい仕事上
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のパートナーである。
　ある時期，私は，先輩検事の立会事務官の
K さんにサポートしてもらったことがある。
K さんは，非常に優秀な人でキャリアも豊富
だった。ある事件で，私は，K さんに証拠等
関係カードの手直しをお願いした。その事件
の公判当日，裁判所に向かう直前，何気なく
手控えの文書をぱらぱら見てみたら，証拠等
関係カードのうち K さんに修正をお願いし
たはずの立証趣旨の記載が直っていない。法
律的に明らかに間違った記載が残っていた。
公判開始までに修正の時間はなくて焦るし，
腹立たしいしで，K さんに向かって，「なん
でちゃんと直してくれないんですか！」と
言ってしまった。すると，K さん，にんまり
しながら裁判官等訴訟関係人に配布する分の
証拠等関係カードを私に示した。そちらの方
は，ちゃんと記載が修正されている。つまり，
正式に訴訟関係人に配る分は修正し，私の手
控えだけをわざと原案のままにして，私がそ
れに気付くかどうかを試していたのである。
　また別の日，私が法廷から帰ってくると，
K さんが，弁護人から届いたという保釈請
求書を手渡してきた。保釈請求があった場
合，検察官は速やかにそれに対する意見を書
いて（刑事訴訟法 92 条 1 項参照），決裁を受
け，裁判所に届けなければならない。しかし，
私はまだ保釈意見を書いた経験が浅く，書く
だけで時間が掛かる上，別件の公判準備もあ
る。これまた慌て，小パニック状態になりつ
つ記録をひっくり返し，四苦八苦して起案し
た。慣れないうちは簡単な文書一つ書くにも
本当に一苦労である。やっとなんとか書き上
げ，急いで決裁に行こうと席を立った瞬間，
K さんが，またしてもにんまりしながら立ち
はだかり，「ウソだよ～ん。」と言った。え，
ウソって，何が？……保釈請求自体がウソ
だったのである。保釈請求書は，K さんが作
成したニセモノだった（この行為に関する K
さんの罪責については検討しなくてよい。）。
深く，脱力した。
　こんな荒行のお陰で，私は法廷に行く前に
は記録のチェックを怠らないという習慣を身
に付け，起案のトレーニングをさせられ，そ
して，それらは今日見事に役立っている。検
事は，検察事務官にも育ててもらえるのであ
る。
　私の立会をしてくれた事務官もみな素晴ら
しい人ばかりであった。字数制限の関係で十
分に自慢しきれないが，捜査・公判準備であ
ちこち飛び回る私に振り回されながら，記録
の整理やチェックのため遅くまで残ってくれ
たり，知らぬ間に証拠品係や事件管理の担当
者と話を付けて処理がスムーズにいくように
してくれていたり，警察と交渉してくれた
り，書類のたたき台を作ってくれたりと，本
当に頭が下がる。彼らには，感謝の思いしか
ない。
　テレビで全国ニュースを見ていると，各地
の景色や空が映る。私は，それを見ながら，
その空の下に仲間たちがいることを思い，懐
かしくなったり嬉しくなったりする。本当に
幸いなことに，私は人間環境・職場環境に恵
まれた。
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Ⅳ　女 性 検 事
　女性の皆さんの場合，検事の仕事に対する
不安度が高いように見受けられるので，その
点について少し触れておこうと思う。
　検察庁全体でみた場合，現在，女性検事の
割合は，おおむね 20％程度だと思う。
　仕事上，男女の区別は全くない。捜査・公
判活動において男女別の割り振りがあろうは
ずもなく，担当する事件の種類も違いはな
い。もちろん，被疑者の数は男性が多いし，
刑事たちも男性の方が圧倒的に多いので，そ
れなりに配慮は必要だと思うが，こちらが女
であるからといって特に支障はない。ただ，
たまに性犯罪の女性被害者などから「女性検
事リクエスト」というのがあり，これに応え
る場合には性別が関係する。私自身の経験を
いえば，性犯罪事件処理の割合は，男性検事
より高いと思う。
　次に，セクハラ・パワハラについて。私が
見る限り，決裁官の皆さんは相当気を遣って
くださっている。それに，検事の体質上，何
らかのハラスメントをされたら黙っていない
し，黙っている必要も全くない。自分で言い
づらければ先輩検事に助けを求めてもよい。
よって，この点も心配しなくてよいと思う。
　結婚，出産といったライフイベントについ
て。これに関する一番の心配事は転勤だと思
うが，この点はパートナーの理解が得られる
かどうかの問題だと思う。転勤のため常に同
居できるという保証はないが，週末婚を楽し
むという考え方もある。弁護士や民間の方と
結婚している女性検事もいるが，上手に意思
疎通できているように見える。また，産前産
後の休暇のほか，出生した子が 3歳になるま
での間は育児休業を取得できるため，出産と
育児についても比較的自分の意思でコント
ロールできるのではないかと思う。女性検事
の育児休業取得率は 100％と聞いているし，
期間についても 3年間取得している人はかな
りいる。もちろん，育児休業による仕事のブ
ランクや復帰後における仕事と育児との両立
は大変だと思うが，この部分は，どの職業で
も同じであろうし，少なくとも私の周辺の女
性検事は，傍目で見る限り大変上手に両立を
果たし，ばりばりと仕事をこなしているよう
に感じられる。
　むしろ，「検事」という資格を持っている
ことは，女性としてかなりの強みであると感
じることの方が多い。この資格のもたらす職
責上の自負は，いろいろな局面でプラスに働
いていると感じる。
Ⅴ　報 わ れ る
　仕事をしている時間のほとんどは，体感的
には，厳しかったり，つらかったりの連続で
ある。そもそも刑事事件というのは明るい話
題ではないし，事件が立て込んでいる時期は
ゆとりがなくなる。満期は刻々と迫るのに捜
査が行き詰まって全然証拠収集できなかった
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り，嫌がる参考人を相手に証人出廷の説得を
繰り返したりと，つらいシーンは多い。でも，
事件には，捜査のまとめとしての処分時や判
決宣告時など，必ず「〆」の時期があるので，
とにかくそこまでは走ろうという気持ちでが
んばれる。また，苦手なことも嫌なことも，
事件を前にすると「今はそんなこと言ってい
る場合じゃない！」という気持ちの方が強く
働く。どうやらこれは検事に共通するものら
しく，かつ，感染力もあるため，いつの間に
か周囲と一緒に突っ走っている感じである。
　そうやって「〆」の時期を迎え，例えば自
分が立証したとおりの判決を得たとき，努力
が報われた思いがする（完全に自己満足の世
界）。また，まれには関係者からお礼の言葉
を頂けることもあり，自己満足を超えた充足
感を覚えることもある。これまた報われる瞬
間である。苦労した事件ほど，充足感は大き
い。
　そして，振り返れば，得たものは多い。事
件処理のため，あるいは転勤のため，知識，
経験，価値観，感情，人間関係など，およそ
懐以外のものはずいぶん豊かになったと思
う。知識といっても，密航船の構造とか放火
に適した媒介物とか炭坑の掘り方など，日常
生活には役に立たないか，役に立ててはいけ
ないものも多く，「その知識，いる？」と言
われればそれまでだが， 1回分の人生経験に
しては豊富な感がある。また，懐は豊かにな
らないといっても，普通に生活するには困ら
ない。
Ⅵ　Message
　さて，本稿の主題に戻る。
　比較的早い段階で自分の至らぬ捜査に後悔
したというのに，その後も不十分な捜査・公
判活動のせいで事件関係者に申し訳ない思い
をさせてしまったことが何度もあるし，今な
お事件に対峙するとき，不安は消えない。冒
頭でも述べたが，私に特段能力はなく，おそ
らく今後もいろいろと問題のある場面に遭う
のだと思う。でも，検事の職務を通じて多く
のものを得たし，報われる思いもある。だか
ら，多少無理をしてもまたがんばれる，そう
いう仕事だと思う。なんのためらいもなく，
恥ずかしげもなく，ごく普通に「正義」を
語ってしまう，そんな仕事でもある。
　この職にある今，私は，かつて受験勉強を
あきらめなくて良かったと思っている。やは
りとても不安だったが，検事になるためには
司法試験に合格しなければならず，そのため
に受験勉強が必要だったから，だから勉強し
た。当時は現実に検事の仕事がどんなものか
など正しく理解してはいなかったから，当て
ずっぽうで勝手にイメージを膨らませていた
だけだが，結果としては間違っていなかった
と思う。そういえば，任官後も，あきらめる
ことだけはしていない。
　法曹を志す皆さん，受験勉強をしている皆
さん。今まさに，人間として気力も体力も充
実した時期を，世間一般には青春真っただ中
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の時期を法律の勉強に費やし，焦りや不安を
感じている皆さんへ。焦るかもしれないし不
安かもしれないけれど，その知識と忍耐力は
無駄にはならない。そうやって大変な思いを
して試験に合格し，仮に検事になったなら，
きっとその努力は無駄ではなかったと思える
と思う。ごく普通の，平凡な一検事である私
ですらそう思うのだから，皆さんならもっと
実務で能力を発揮し，充足感を得られると思
う（この点は，検事だけでなく，弁護士や裁
判官になっても同じかもしれない。）。
　いつ合格するか分からない，どこまで勉強
すれば足りるのか分からない，そんなゴール
の見えない勉強は，それ自体大変だし，とて
も不安だろうけれど，近い将来ではなく，10
年後の自分を想像してほしい。そのとき，ど
こで，何をしていたいか。もし 10 年後，検
事（あるいは法曹）として活動するためのス
テップだとするならば，青春の一時期を多少
犠牲にしても，それに見合うだけの価値ある
努力，価値ある時間の使い方ではないかと思
う。その不安も苦労も，いずれ得られる充足
感を思えば乗り切れるはず。私は，そう思っ
ている。
